
届出が必要な会員数 ※4月末現在

「標準的な運賃」を基にした運賃届出状況

842（98.8%）

852

2 0 2 42 0 2 4
66

■ 第1回理事会（2P）
■ 会員事業所のご紹介（9P）
■ 各種表彰に係る推薦のお願い（13P）

今月の表紙
有限会社  藤建 様
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近　　　　畿
スタンド平均 ローリー平均 カード平均

127.79 115.32 125.32 

全国（沖縄除）
スタンド平均 ローリー平均 カード平均

125.47 115.80 125.25 

（※京都府警察監修）

（※（公社）全日本トラック協会資料より抜粋）

事業用トラックの交通事故

府内の交通事故

 � （円/１ℓ） 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計 前年同期 増減数
件　数（件） 13 10 15 16 54 52 2
死　者（人） 0 1 0 0 1 2 -1
負傷者（人） 17 10 16 16 59 55 4

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計 前年同期 増減数
件　数（件） 308 317 334 316 1275 1356 -81
死　者（人） 5 2 4 3 14 20 -6
負傷者（人） 359 366 387 351 1463 1549 -86

京都府内の交通事故情報

軽油価格調査 単純集計表（令和6年4月）

新規許可
件数（件）

廃止届出
件数（件）

増減車届出件
数（件）

増車（両） 減車（両）
小型 普通 牽引 被牽引 霊柩車 小型 普通 牽引 被牽引 霊柩車

５ ２ 327 8 187 11 9 1 27 223 7 5 2
合計：216 合計：264

京都府内の事業用トラックの届出状況（令和6年4月）

府内の交通事故情報等

（※京都運輸支局資料より抜粋）

９　会員事業所のご紹介（有限会社 藤建　様）
11　新規・退会会員のご紹介
12　適正化事業情報
13　各種表彰に係る推薦のお願い
　　　京都運輸支局による｢運行管理者表彰｣
　　　「京都運輸支局 整備士･整備管理者等 表彰」 
　　　「全日本トラック協会 優秀運転者顕章」 
　　　「近畿運輸局 中間管理者の永年勤続表彰」 
　　　「京都府警察 近畿管区内交通安全功労者・交通栄誉章 緑十字銅章」
15　業界関連情報
　　◇国土交通省
　　　建設資材等のトラック運搬に係る契約の適正化について
　　　特殊車両通行制度における通行時間帯条件の緩和を施行
　　◇全日本トラック協会
　　　自動車運送事業における運行管理業務の一元化実施に係る取扱いについて
　　◇運行管理者試験センター　
　　　｢自動車運転者の労働時間等の改善のための基準｣の
　　　改正に伴う運行管理者試験問題の出題について

お知らせ等

表紙 有限会社 藤建　様

１　CONTENTS / 交通事故情報  / 事業用トラックの届出状況 / 軽油価格調査 
CONTENTS

２　第1回 理事会
４　正副会長・総務委員会 合同会議
５　5月のおもな行事
７　亀岡暴走死亡事故 法要

８　石ト協へ能登半島地震のお見舞金を贈呈
　　京都市道路利用者会議 総会
　　人権問題街頭啓発活動

ご報告

 
「全ト協会員専用
 ホームページパスワード」

6/15〜7/14� １６４６
7/15〜8/14� ７５４７

21　危険予知訓練コーナー
22　京ト協 行事予定（EVENT CALENDAR）
裏表紙　スペーストラッカー / Gマークについて
　　　　LINEお知らせ

京ト協ホームページ
会員専用パスワード  ６月中

０３８５
下記QRコードより
ご利用下さい

18　トラック関法令Q＆A
　　健康サポートコーナー
19　共済通信
20　近畿総合通信局からのお知らせ



2024.06きょうとらっく

ご報告2

　
　

 　
　
令
和
６
年
５
月
20
日
㈪　
13
時
30
分
～

　
　
　
　

 �（
一
社
）
京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　
　
　
　

 �

28
名　
理
事
20
名
・
監
事
３
名
・
相
談
役
２
名

　
　
　
　
　
　
　

 

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー（
青
年
部
会
１
名･

女
性
部
会
２
名
）

【
平
島
会
長
挨
拶
】

　
平
素
か
ら
協
会
事
業
運
営
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
各
支
部
・
部
会
が
開
催
し
て
い
る
総
会
に
つ
い
て
は
正
副
会
長
が
出
席
し
、

当
協
会
が
掲
げ
る
「
３
Ａ（
安
全
・
安
心
・
安
泰
）」
の
促
進
に
加
え
、｢

物
流
の

２
０
２
４
年
問
題
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査｣

へ
の
回
答
協
力
を
お
願
い
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
な
お
、｢

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査｣

に
つ
い
て
は
、
現
時

点
で
２
６
０
社
か
ら
回
答
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
５
０
０
社
を
目
標

と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
度
に
つ
い
て
は
、「
３
Ａ（
安
全
・
安
心
・
安
泰
）」
の
継
続
と
、

新
た
に｢

Ｈ（
標
準
的
な
運
賃
の
収
受
）・
Ｋ（
改
善
基
準
告
示
の
厳
守
）・
Ｔ（
多
重

構
造
か
ら
の
脱
却
）」
に
注
力
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
各
種
協
会
事
業

を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
も
、
理
事
各
位
の
協
力
を
何
卒
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
※
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
）

　
第
１
号
議
案　
会
員
の
新
規
加
入
・
退
会
に
つ
い
て

　

�　
新
規
加
入
７
社
、
退
会
６
社
、
資
格
喪
失
２
社
に
よ
り
会
員
総
数

　
　
１
，
０
９
４
社
と
な
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
２
号
議
案　
第
99
回
通
常
総
会
に
つ
い
て

　
　
［
報
告
事
項
］
令
和
５
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　
　
［
承
認
事
項
］
令
和
５
年
度
収
支
決
算
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
書
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
・
定
款
の
一
部
変
更
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
・�

入
会
金
及
び
会
費
の
額
並
び
に
納
入
方
法
変
更
の
承
認
に

つ
い
て

　

�　
会
員
各
位
に
は
標
記
総
会
の
ご
案
内
・
議
案
書
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

日

程

会　
場

出
席
者

協
議
事
項

第
1
回
理
事
会

平島会長 宮本副会長蒔田副会長

平島会長から「H·K·T」推進協力のお願い
～H（標準的な運賃の収受）・ K（改善基準告示の厳守）・ T（多重構造からの脱却）～
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⑴
定
款
第
27
条
に
基
づ
く
業
務
報
告
に
つ
い
て

　

�　
事
務
局
か
ら
、
令
和
6
年
3
月
15
日
か
ら
令
和
6
年
5
月
19
日
ま
で

の
間
に
実
施
し
た
会
議
や
事
業
等
の
報
告
を
事
務
局
か
ら
行
い
ま
し
た
。

 　
⑵
能
登
半
島
地
震
に
伴
う
お
見
舞
金
の
報
告
に
つ
い
て

　

�　
令
和
6
年
5
月
17
日
㈮
、
平
島
会
長
と
事
務
局
が
石
川
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
を
訪
問
し
、
皆
様
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
お
見
舞
金
と

と
も
に｢

石
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
員
の
み
な
さ
ま　
心
を
ひ
と
つ
に

が
ん
ば
ろ
う　
京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
員
一
同｣

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

入
り
タ
オ
ル
を
石
ト
協　
久
安
会
長
へ
贈
呈
し
た
旨
の
報
告
を
平
島
会

長
が
行
い
ま
し
た
。

　
⑶
青
年
部
会
、
女
性
部
会
か
ら
の
事
業
活
動
報
告
等

　

�　
青
年
部
会
は
杉
山
青
年
部
会
長
、
女
性
部
会
は
船
川
／
北
岡
両
副
部

会
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
の
事
業
報
告
と
計
画
に
つ
い
て
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　
⑷
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て 

　

�　
［
自
由
民
主
党
京
都
府
議
会
議
員
と
の
懇
親
会
］

　

�　
　
令
和
６
年
６
月
７
日
㈮

　
　
　
　
17
時
00
分
～（
ザ
・
サ
ウ
ザ
ン
ド
京
都
）

　

�　
［
第
99
回
通
常
総
会
］

　
　
　
令
和
６
年
６
月
17
日
㈪

　
　
　
　
16
時
00
分
～（
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
）

　
引
き
続
き
、
京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
政
治
連
盟
の
幹
事
会
が
開
催

さ
れ
、
以
下
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

［
報
告
事
項
］
令
和
５
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

［
承
認
事
項
］
令
和
５
年
度
収
支
決
算
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

報
告
事
項
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令
和
6
年
5
月
8
日
㈬　
12
時
00
分

　
　
　
　

 �（
一
社
）
京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　
　
　
　

 �

平
島
会
長　
　
（
株
式
会
社 

岸
貝
物
流
）

　
　
　
　

 

蒔
田
副
会
長　
（
株
式
会
社 

京
三
運
輸
）

　
　
　
　

 

宮
本
副
会
長　

　
　
　
　
　
（
株
式
会
社 

エ
ム
ズ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
）

　
　
　
　
〔
総
務
委
員
会
〕

　
　
　
　

 

杉
本
委
員
長　
（
和
束
運
輸 

株
式
会
社
）

　
　
　
　

 

藤
木
副
委
員
長
（
有
限
会
社 

藤
建
）

　
　
　
　

 

小
寺
委
員　
　
（
山
代
運
送 

株
式
会
社
）

　
　
　
　

 

中
村
委
員　
　
（
洛
南
包
装
運
輸 

株
式
会
社
）

　
　
　
　

 

増
田
委
員　
　
（
才
賀
運
輸 

株
式
会
社
）

　
　
　
　

 

安
田
委
員　
　
（
河
嶋
運
送 

株
式
会
社
）

　
　
　
　

 

事
務
局

　
　
　

⑴
第
1
回
理
事
会
に
つ
い
て

　
①
京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会　

　

�　
令
和
5
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
の
承
認
に

つ
い
て

　
②
京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
政
治
連
盟

　

�　
令
和
5
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
の
承
認
に

つ
い
て

　
　
※
理
事
会
に
上
程
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

⑵
そ
の
他

　
◇
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

　
　

�　
交
通
対
策
・
環
境
対
策
・
労
務
委
員
会
の
各
問

題
を
水
平
展
開
し
、
協
会
事
業
に
落
と
し
込
む
た

め
、
今
後
、
2
ヶ
月
に
1
回
程
度
開
催
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
◇
定
款
の
一
部
変
更

　
　

�　
定
款
第
10
条
⑴
に
定
め
る
「
会
員
資
格
の
喪
失

期
間
」
に
つ
い
て
、
1
年
か
ら
半
年
に
変
更
す
る

案
を
理
事
会
に
上
程
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
◇�

入
会
金
及
び
会
費
の
額
並
び
に
納
入
方
法
変
更
の

承
認

　
　

�　
入
会
金
の
納
入
時
期
を
支
部
長
と
の
面
談
後
に

変
更
す
る
こ
と
、
会
費
の
車
両
割
を
1
台
1
ヶ
月

３
５
０
円
と
す
る
案
を
理
事
会
に
上
程
す
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
◇�

各
種
助
成
金
の
見
直
し
、
近
代
化
促
進
・
経
営
安

定
対
策
等

⑶
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
◇�

5
月
20
日
㈪　
13
時
30
分
～　
理
事
会
・
政
治
連

盟
幹
事
会

　
◇
6
月
17
日
㈪　
16
時
00
分
～　
第
99
回
通
常
総
会

日

程

会　
場

出
席
者

協
議
事
項

正
副
会
長・総
務
委
員
会
　
合
同
会
議

平島会長

杉本委員長藤木副委員長
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5月の
おもな活動
支部・部会等の各種行事
を開催!!

伏見支部　総会・経営者研修会

　　　　　�リーガロイヤルホテル京都
　　　　　�24社42名・平島会長・事務局
　　　　　�令和５年度事業報告並びに収支決算・

令和６年度事業計画（案）並びに収支予
算（案）・会費の額及び納入方法（案）の
承認について。また、経営者研修会で
は京ト協顧問社労士の河原英正氏よ
り、改正された「改善基準告示」への
対応について解説が行われました

会 場
出 席 者
概 　 要

5月
9日（木）

中央支部　総会

　　　　　�京都ホテルオークラ
　　　　　�21社23名・平島会長・蒔田副会長・

繁本顧問・事務局
　　　　　�令和５年度事業報告並びに収支決算・令和

６年度事業計画(案)並びに収支予算(案)・
会費の額及び納入方法(案)の承認について

会 場
出 席 者

概 　 要

5月
11日（土）

2024年度安全性評価事業
（Gマーク）説明会

　　　　　�京都テルサ
　　　　　�53名
　　　　　�2024年度Gマーク申請についての説

明会を行いました

会 場
出 席 者
概 　 要

5月
14日（火）

近畿トラック青年協議会
（ＫＴＳ）正副会長会議

　　　　　�奈良ロイヤルホテル
　　　　　�12名・事務局7名
　　　　　�役員変更について、令和6年度事業について

会 場
出 席 者
概 　 要

5月
15日（水）

洛南支部　総会

　　　　　�都ホテル京都八条
　　　　　�22社28名・平島会長・事務局
　　　　　�令和５年度事業報告並びに収支決算・

令和６年度事業計画（案）並びに収支予
算（案）の承認について

会 場
出 席 者
概 　 要

5月
11日（土）

女性部会／サツキ懇話会　役員会

　　　　　�京都府トラック協会
　　　　　�6名・事務局2名
　　　　　�総会について

会 場
出 席 者
概 　 要

5月
9日（木）

小寺支部長

反保部会長

藤木支部長

家原副支部長
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丹後支部　総会

　　　　　�よさの荘
　　　　　�19社21名・平島会長・事務局
　　　　　�令和５年度事業報告・令和６年度事業計

画・欠員幹事（監査役）の承認について

会 場
出 席 者
概 　 要

5月
17日（金）

城南支部　総会

　　　　　�都ホテル京都八条
　　　　　�33社40名・宮本副会長・事務局
　　　　　�令和５年度事業報告及び決算報告・令和

６年度事業計画（案）及び収支予算（案）
の承認について

会 場
出 席 者
概 　 要

5月
24日（金）

朱雀支部　総会

　　　　　�満留安
　　　　　�22社23名・平島会長
　　　　　京都工場保険会２名・事務局
　　　　　�令和５年度事業報告及び決算報告・令和

６年度事業計画（案）及び収支予算（案）
の承認について

会 場
出 席 者

概 　 要

5月
25日（土）

引越部会 役員会・総会

　　　　　�京料理　きんなべ
　　　　　�10社12名・事務局
　　　　　�令和５年度事業報告及び決算報告・令和６

年度事業計画及び収支予算の承認について

会 場
出 席 者
概 　 要

5月
22日（水）

青年部会　総会

　　　　　�ホテルグランヴィア京都
　　　　　�23社23名・宮本副会長・事務局
　　　　　�令和５年度事業報告及び決算報告等
　　　　　�役員改選により㈱山城運送 代表取締役 杉

山貴富 氏の部会長就任が承認されました

会 場
出 席 者
概 　 要

5月
17日（金）

点検整備講習会

　　　　　�京都府トラック協会
　　　　　�日常点検の方法とポイントについて
　　　　　�（一社）京都府自動車整備振興会　乗地 様
　　　　　�23社26名
　　　　　�乗地氏が日常点検のポイントなどにつ

いて解説されました

会 場
演 　 題
講 　 師
出 席 者
概 　 要

5月
16日（木）

安田支部長

村尾副支部長 吉岡副支部長

杉山新部会長

三科部会長 朴木社長

松本支部長

杉本支部長
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事故現場を会場とする法要に参列いたしました
～交通事故撲滅のために～

　
　

 　
　
4
月
23
日
㈫　
7
時
30
分
～

　
　
　
　

 �

亀
岡
市

　
　
　
　

 �

宮
本
副
会
長
・
小
寺
交
通
対
策
委
員
長

　
　
　

　

�　
京
都
府
亀
岡
市
で
無
免
許
運
転
の
車
が
小
学
生
の
列
に
突
っ
込
み
10

人
が
死
傷
し
た
事
故
か
ら
12
年
と
な
り
ま
す
。
法
要
中
、
参
列
し
た
宮

本
副
会
長
が
、「
当
協
会
は
常
に
被
害
者
の
方
々
に
寄
り
添
い
、
痛
ま
し

い
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
日
々
の
安
全
運
行
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
昨
年
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ル
ミ
ナ
の
中
江
理
事
長
や
小
谷
様
を
お

招
き
し
支
部
の
安
全
運
転
講
習
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
交
通
事
故
防
止
に
向
け
て
尽
力
し
て
参
り
ま
す
」
と
の
決
意
文

を
読
み
上
げ
、
交
通
安
全
の
推
進
を
誓
い
ま
し
た
。

日

程

会　
場

参
列
者

概

要 亀
岡
暴
走
死
亡
事
故
　
法
要

宮本副会長

小寺交通対策
委員長
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�　
京
ト
協
各
支
部
・
部
会
の
新

年
会
等
に
お
い
て
会
員
各
位
か

ら
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
寄

附
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和

６
年
３
月
15
日
㈮
に
開
催
し
た

理
事
会
に
お
い
て
、（
一
社
）

石
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
へ
お
見

舞
金
と
し
て
贈
呈
す
る
こ
と
を

承
認
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

し
た
。

　

�　

５
月
17
日
㈮
、
平
島
会
長
、

事
務
局
が
石
ト
協
を
訪
問
し
、

京
ト
協
が
作
成
し
た｢

石
川
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
員
の
み
な
さ

ま　
心
を
ひ
と
つ
に
が
ん
ば
ろ

う　
京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

員
一
同｣

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入

れ
た
タ
オ
ル
と
と
も
に
石
ト
協 

久
安
会
長
へ
お
見
舞
金
を
贈
呈

い
た
し
ま
し
た
。

　

�　
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
・
復

旧
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

概

要

　
　

 　
　
令
和
６
年
５
月
８
日
㈬

　
　
　

 　
17
時
00
分
～

　
　
　
　

 �

京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

　
　
　
　

 �

平
島
会
長
・
蒔
田
副
会
長

　
　
　
　

 

宮
本
副
会
長
・
事
務
局

　
　
　

　

�　

平
島
会
長
が
会
長
を
務
め
る
標
記
会
議

総
会
へ
出
席
、
以
下
の
全
議
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

◇
令
和
５
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告

◇
役
員
の
一
部
改
選（
案
）

◇
令
和
６
年
度
事
業
計
画（
案
）・
予
算（
案
）

日

程

会　
場

参
列
者

概

要

　
　

 　
　
令
和
６
年
５
月
８
日
㈬

　
　
　

 　
14
時
30
分
～

　
　
　
　

 �

京
都
駅
烏
丸
口

　
　
　
　

 �

事
務
局

　
　
　

　

�　
「
京
都
自
動
車
業
界
人
権
問
題
啓
発
推
進

連
絡
会
議
」
に
よ
る
標
記
に
、
京
都
運
輸
支

局
や
他
団
体
と
と
も
に
参
加
し
、
啓
発
グ
ッ

ズ
を
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

日

程

会　
場

参
列
者

概

要

石
ト
協
へ
能
登
半
島
地
震
の

お
見
舞
金
を
贈
呈
!!

京
都
市

道
路
利
用
者
会
議 

総
会

人
権
問
題
街
頭
啓
発
活
動

　
　

 　
　
令
和
６
年
５
月
17
日
㈮

　
　
　
　

 �（
一
社
）
石
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　
　
　
　

 �
平
島
会
長
・
事
務
局

日

程

会　
場

参
列
者

平島会長

平島会長

石ト協 久安会長

お
見
舞
金

1
，
３
８
０
，
０
０
０ 

円

お
見
舞
の
品

タ
オ
ル　
　
　
７
４
０ 

本

西村調査役
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法人代表として
「お客様･従業員あっての会社であることに立ち返り、地域貢献を目指します!!」
京ト協理事として

「支部会員の代表として、協会・業界に恩返しが出来ればと思っています!!」

会員事業所のご紹介

藤木社長

　
生
ま
れ
は
神
戸
、
育
ち
は
徳
島
県
で
す
。

若
い
頃
は
よ
く
大
阪
と
四
国
を
行
き
来
し
、

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
22
歳
の
時
に
体

調
を
崩
し
、
父
の
友
人
の
京
都
の
病
院
に

入
院
し
て
か
ら
は
京
都
府
在
住
で
す
。
ユ

ニ
ッ
ク
車
で
解
体
業
に
従
事
し
た
経
験
を

活
か
し
、
退
院
後
に
府
内
の
運
送
事
業
者

に
半
年
勤
め
た
後
、
恩
師
で
あ
る
㈲
中
村

重
量
の
中
村
社
長
と
出
会
い
、
同
社
へ
転

職
、
重
量
物
運
搬
、
建
築
・
建
設
資
材
運

搬
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
当
時
は
、
仕

事
の
後
に
毎
晩
、
京
都
の
道
を
覚
え
る
た

め
に
車
を
走
ら
せ
ま
し
た
。
怪
我
や
事
故

等
苦
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
中
村

社
長
に
憧
れ
33
歳
で
独
立
し
、
令
和
2
年

に
は
伏
見
区
に
南
営
業
所
を
増
設
出
来
る

ま
で
に
至
り
ま
し
た
。

　
人
と
の
出
会
い
は
一
期
一
会
と
は
よ
く

い
っ
た
も
の
で
、
中
村
社
長
や
多
く
の
方

に
出
会
え
た
お
か
げ
で
、
今
の
私
と
会
社

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

企
業
理
念
等

　
「
お
客
様
に
信
頼
さ
れ
る
運
送
会
社
」

　
「
学
び
、
考
え
、
協
力
し
て
行
動
し
、
感

謝
で
き
る
ス
タ
ッ
フ･

企
業
に
!!
」

　
コ
ロ
ナ
禍
に
な
る
少
し
前
か
ら
、
次
世
代

の
管
理
者
を
育
成
す
る
た
め
、「
出
来
ま
せ

ん
・
知
り
ま
せ
ん
」
を
会
社
か
ら
な
く
す
こ

と
を
理
念
と
し
て
掲
げ
、
役
員
か
ら
管
理

者
へ
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
管
理
者
か
ら

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
落
と
し
込
み
も
、
少
し
ず

つ
浸
透
し
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

 

企
業
の
未
来

　
私
は
来
年
60
歳
に
な
り
ま
す
。
企
業
と

し
て
生
き
残
る
た
め
に
も
、
来
る
べ
き
世

代
交
代
に
向
け
て
も
、
次
世
代
を
担
う
役

員
・
管
理
者
が
声
を
大
に
し
て
自
ら
の
考

え
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
自
発
性
に
大
い

に
期
待
し
て
い
ま
す
。
忘
れ
が
ち
に
な
り

ま
す
が
、
未
来
へ
つ
な
い
で
く
れ
る
人
が

い
る
か
ら
こ
そ
の
会
社
で
あ
る
こ
と
に
立

ち
返
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
お
世
話
に
な
っ
た
岩
倉
の
地
域
貢

献
の
た
め
に
、
自
治
連
合
会
理
事
や
消
防

分
団
長
等
を
務
め
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
が
、
感
謝
を
忘
れ
ず
、
地
域
と
業
界
に

少
し
で
も
恩
返
し
出
来
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。

【
藤
木
常
務
】

≪
企
業
の
未
来
≫
グ
ル
ー
プ
企
業
（
㈱
藤

建
）
の
代
表
取
締
役
に
就
任
し
、
立
場
が

代
わ
り
考
え
方
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
問
題
に
対
し
て
は
、
運
行
計

画
を
工
夫
す
る
等
の
改
善
を
試
み
て
い
ま

す
。
真
に
お
客
様
に
寄
り
添
っ
て
い
た
だ

か
な
い
と
改
善
は
出
来
な
い
の
で
、
お
客

様
と
し
っ
か
り
話
す
こ
と
が
何
よ
り
重
要

だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
最
近
、
20
代
の

会 社 名 　有限会社 藤建
事 業 許 可 　平成14年11月11日（設立：平成11年8月）
取 材 協 力 　代表取締役 藤木 哲也 様

　　　　　　　 常務取締役 藤木 凌真 様
所 属 支 部 　中央支部（支部長）
車 両 台 数 　65台(グループ企業含む)
従 業 員 数 　61名（うち女性3名）

　　　　　　　 ※平均年齢42歳
運搬物（輸送地域） 　�建築･建設関係資材運搬､ 一般

　　　　　　　 （近畿2府4県・岡山県）

（京ト協 理事）
有限会社 藤建 様

社
長
が
業
界
へ
入
る
き
っ
か
け
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若
い
ド
ラ
イ
バ
ー
が
5
名
以
上
入
社
し
ま

し
た
。
ま
ず
は
、
現
場
や
お
客
様
へ
の
挨

拶
か
ら
で
す
が
、
鍛
え
が
い
も
あ
り
ま
す

し
、
こ
れ
か
ら
じ
っ
く
り
腰
を
据
え
て
指

導
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
毎
年
若
い
ド
ラ
イ
バ
ー
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

≪
社
長
に
つ
い
て
≫
社
長
は
一
言
で
言
う

と
会
社
の
顔
で
あ
り
、
同
じ
こ
と
を
し
よ

う
と
思
っ
て
も
な
か
な
か
出
来
な
い
す
ご

い
人
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
人
と
の
付
き
合
い
方
が
上
手
で
、
コ
ロ
ナ

禍
前
ま
で
は
荷
主
様
と
協
力
会
社
を
集
め
、

毎
年
、
親
睦
会
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
。

支
部
長
と
し
て

　
次
世
代
の
支
部
会
員
の
た
め
に
も
、
新

規
事
業
を
増
や
し
て
、
会
員
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
し
た
い
で
す
。

新
し
い
方
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
環
境
を

整
え
、
新
し
い
意
見
を
い
た
だ
き
、
よ
り

良
く
変
え
て
い
き
た
い
で
す
。

 

理
事
と
し
て

　
ま
ず
は
、
平
島
会
長
を
は
じ
め
執
行
部

に
貢
献
出
来
る
よ
う
に
、
理
事
の
役
割
を

し
っ
か
り
と
果
た
し
た
い
で
す
。
支
部
の

代
表
と
し
て
執
行
部
と
支
部
の
架
け
橋
に

な
り
、
よ
り
多
く
の
会
員
様
の
お
役
に
立

て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

消防分団の帽子

消防分団活動の表彰状事務所 社長室にて

藤木常務藤木社長
伊澤さん

上田さん
岸田さん

高山さん
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新規・退会会員のご紹介

新規会員のご紹介　　
ご入会誠にありがとうございます。　　※5月20日理事会において承認されました。

退会のお知らせ　　
大変お世話になりました。

朱雀支部
㈱ 藤健　様

代表取締役　藤田　朋行　様
京都市西京区

伏見支部
㈱ Kollab Logi Works　様

代表取締役　河原　優介　様
京都市伏見区

城南支部
㈲ 伸光建設　様

代表取締役　石田　精彦　様
京都府京田辺市

丹波支部
金商 ㈱　様

洛南支部
㈱ 協栄開発　様

城南支部
㈱ リル・トランスポート　様

伏見支部
㈱ エスエスサービス　様

代表取締役　下原　啓明　様
京都市伏見区

洛南支部
㈱ 志鷹　様

代表取締役　中村　三奈　様
京都府久世郡久御山町

丹波支部
丸正建設 ㈱　様

南支部
㈱ ウイングエキスプレス　様

城南支部
㈱ ロジパルエクスプレス　様

朱雀支部
㈱ 山本運輸　様

城南支部
㈱ アリュウズコーポレーション　様

伏見支部
㈱ 鴨川ライン　様
代表取締役　重森　虹太　様
京都市伏見区

城南支部
アールズロジスティクス ㈱　様

代表取締役　矢野　正勝　様
京都府綴喜郡宇治田原町
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適正化事業情報

令和６年４月　巡回指導報告1
巡回指導件数等

巡回指導におけるワースト項目

適正化事業情報

順位 指導事項 指導
件数

（否）
件数

（否）
率％

1 特定運転者(初任/高齢/事故惹起者)への特別指導 31 7 22.6%

2 運行指示書の作成･指示･携行･保存 17 3 17.6%

3 事業及び実績報告書の提出(本社巡回限定) 36 6 16.7%

4 運行管理者の講習受講 47 7 14.9%

5  健康診断の実施・記録・保存 49 7 14.3%

6 乗務員への輸送の安全確保に必要な指導監督 49 6 12.2%

７  運輸安全マネジメントの実施 49 5 10.2%

８ 特定運転者(初任/高齢/事故惹起者)の適性診断受診 31 3 9.7%

９ 整備管理者の研修受講 42 4 9.5%

１０ ３６協定の締結・届出 47 4 8.5%

件　数

新規事業者：３ 一般事業者：４６ 特別巡回：０ 合計４９件

2024年度「安全性評価事業（Ｇマーク）新規・更新申請」について2

2024年度貨物自動車運送事業安全性評価事業申請に係る加点対象について3

２０２４年度の標記申請受付が開始されますので、手続きをお願いいたします。
WEB申請システムの稼働期間  	 ６月３日（月）～７月１４日（日）
窓 口 申 請 期 間  	 ７月１日（月）～７月１２日（金）
郵 送 に よ る 申 請 期 間  	 ７月１２日（金）地方適正化事業実施機関必着

検索  全日本トラック協会 ＞ Ｇマーク認定を目指す皆様へ

適性診断(一般診断)の受診について
　一般診断は、Ｇマーク取組積極性の加点項目となっております。２０２４年度申請事業所につ
きましては、６月３０日までに受診されますようお願いいたします。
　京都府トラック協会においても適性診断機器がございますのでご利用が可能です。
　(但し､ 機器数に限りありますので必ずご予約をお願いいたします｡ )
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適正化事業情報各種表彰に係る推薦のお願い

「京都運輸支局 整備士･整備管理者等 表彰」 推薦のお願い
下記基準に該当する整備管理者等の推薦をお待ちしております。
お問い合わせいただきましたら、推薦に必要となる書式をご郵送いたします。

表彰基準（抜粋）　
永年にわたり業務に精励し、その勤務成績が優秀にして他の模範となる年齢50歳以上の
自動車整備に係る業務の従事者であって下記のいずれかに該当する方。
　①�自動車整備士、整備主任者、自動車検査員、整備教育指導員その他これに準ずる当

該業務に25年以上従事し、かつ、現在の事業者又は同一の事業場に10年以上勤続
し、自動車整備の振興に著しく貢献した方。

　②�整備管理者として、当該業務に25年以上業務に従事し、かつ、現在の事業者に10年
以上勤続し、自動車整備の振興に著しく貢献した方。

推 薦 締 切 　６月２８日（金）

京都運輸支局による ｢運行管理者表彰｣ のご案内
下記基準に該当する運行管理者の推薦をお待ちしております。
お問い合わせいただきましたら、推薦に必要となる書式をご郵送いたします。

推薦基準（抜粋）　
自動車運送事業の運行管理者として10年以上従事し、現に運行管理業務を行っている
方。かつ、運行管理業務に関する効果的な業務手法の考案又は改善を行う等の功績を有
し、運行管理者の業務を十分に理解し適確に実施しており、勤務状態が優良であり、以
下の各号に該当せずに、輸送の安全確保に努めたと認められる方。

過去５年間において
（１）道路交通法第108条の34に基づく通報がなされる事故及び違反がなかったこと
（２）選任営業所の運転者が明らかな第一当事者となる重大事故を起因していないこと
（３）運行管理者の資格者証の返納処分等を受けていないこと
（４）選任されていた営業所が行政処分を受けていないこと

推 薦 締 切 　６月２８日（金）

お問合せ　適正化事業部　TEL 075－671－3175

お問合せ　適正化事業部　TEL 075－671－3175
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「近畿運輸局 中間管理者の永年勤続表彰」 推薦のお願い
下記基準に該当する中間管理者の推薦をお待ちしております。
お問い合わせいただきましたら、推薦に必要となる書式をご郵送いたします。

推薦基準等（抜粋）　
永年にわたり業務に精励し、勤務成績が優秀にして他の模範となる
下記に該当する50才以上の方。

①事業用自動車の運転業務に25年以上従事し、かつ、現在勤務する
　事業者のもとで10年以上勤続している方。
②過去10年間責任事故がないこと。
③過去５年間に道路交通法違反がないこと。

推 薦 締 切 　６月２８日（金）

「全日本トラック協会 優秀運転者顕章」 推薦のお願い
下記基準に該当する運転者の推薦をお待ちしております。
お問い合わせいただきましたら、推薦に必要となる書式をご郵送いたします。

表彰基準（抜粋）　
現在運転者であり、運転者である期間を通年して、以下の期間、無事故・無違反である方。
＜金十字章＞　満20年（ただし、そのうちトラック運送事業の運転者として15年以上従事）
＜銀十字章＞　満10年（ただし、そのうちトラック運送事業の運転者として７年以上従事）
※無事故・無違反期間： 開始年月日から推薦に至るまでの期間

推 薦 締 切 　６月２８日（金）

「京都府警察 近畿管区内交通安全功労者・交通栄誉章 緑十字銅章」 推薦のお願い
下記基準に該当する対象者の推薦をお待ちしております。

近畿管区内交通安全功労者等表彰 　
表　彰　種　別：交通安全功労者・優良運転者
共通の選考基準：原則として緑十字銅章を授与された者であること。
　　　　　　　　過去３年以内に同種の表彰（近畿交通栄誉章）を受けたことがないこと。
そ　　の　　他：別途、推薦基準が設けられています。

交通栄誉章 『緑十字銅章』　
表　彰　種　別：交通安全功労者・優良運転者
共通の選考基準：京都府警察本部長と京都府交通安全協会会長の連名表彰
　　　　　　　　（京都府金賞）を受けた者であること。 
そ　　の　　他：別途、推薦基準が設けられています。

推 薦 締 切 　６月２８日（金）

お問合せ　総務部　TEL 075－671－3175



2024.06きょうとらっく

お知らせ 15

適正化事業情報業界関連情報

　トラック運送業においては、低賃金化や高齢化の進行等により、必要な運転手の確保が困
難となることが懸念されています。建設工事の施工において、トラックによる建設資材や建
設副産物等の運搬は必要不可欠であり、その担い手確保は重要な課題となっております。
　このような状況も踏まえ、運転手の労働条件を改善する観点から、今般、「標準的な運賃」
が改定されました。「標準的な運賃」は貨物自動車運送事業法（平成元年法律第83号）に基
づき告示されるものであり、各トラック事業者は「標準的な運賃」を参考指標として運賃を
設定することとなります。
　　今般の「標準的な運賃」の改定においては、
　　・ 燃料等の物価上昇の影響を踏まえた運賃の引上げ（平均約８％の引上げ）
　　・�ダンプ車やコンクリートミキサー車に係る運賃割増率（２割）の設定
　　　等が盛り込まれたところです。
　これを踏まえ、建設業者団体、各府省庁、地方公共団体、主要民間団体に対し適切に対応
するよう、通知を行いましたので、お知らせします。

　会員各位におかれましては、建設資材や建設副産物等の運搬について建設業者と契約
を締結する際には、本改定を踏まえた見積りの提出や契約締結など適切な対応を行って
いただきますようお願いいたします。

京ト協から

建設資材等のトラック運搬に係る契約の
適正化について

国土交通省
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背 景 　
　・�特殊車両の通行条件は、道路と車両との関係において、道路構造の保全又は交通の危険

防止上必要な範囲で道路管理者が付すものです。このうち通行時間帯条件は、通行する
道路に対して特に重量や寸法が大きい車両を対象として午後９時から午前６時までとし
ていました。

　・�今般、安全の確保を前提としつつ、関係業界における人手不足の解消や働き方改革の後
押しを図るため、通行時間帯条件の緩和を検討してきたところです。

試行する緩和の内容 　
　・�特殊車両通行許可等にあたって付す条件のうち、重量Ｄ条件及び寸法Ｃ条件（車両の幅

が３メートルを超えるものに限る）に付される通行時間帯条件について緩和の試行を行
うこととします。

　・�重量Ｄ条件については、安全上支障がないと各道路管理者が認めた道路を対象として前
後１時間拡大し、午後８時から午前７時までとします。

　・�寸法Ｃ条件については、申請車両が重量物運搬用セミトレーラ（申請軸種がその他軸種
の車両を除く）の場合であって、かつ、算定箇所の交差角が90度以内の交差点又は丁字
路である場合に限り、算定要領に定める長さの算定分類を緩和することとします。これ
により通行時間帯条件が付される交差点が減少します。

　・�試行の開始は、令和６年４月８日（月）９時とします。
　・�その他、詳細は以下URL を参照ください。

https://www.tokusya.ktr.mlit.go.jp/PR/pdf/202404_kaisei.pdf

　特殊車両の通行許可等の際に付される「通行時間帯条件」について、道路構
造の保全及び交通の危険の防止上支障がないと道路管理者が認めた道路を対象
に、令和６年４月８日より通行可能な時間帯を前後１時間拡大するなどの緩和
の試行運用を開始します。

特殊車両通行制度における通行時間帯条件の
緩和を試行します！
〜関係業界における人手不足の解消や働き方改革の後押し〜

国土交通省
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　今般、国土交通省「運行管理高度化ワーキンググループ」において検討されてきた同一事業
者内における運行管理業務の一元化のための要件が取りまとめられたことを踏まえ、物流・自
動車局安全政策課長より別添のとおり「運行管理業務の一元化実施要領」が示されました。
　同実施要領では、運行管理業務を効率化して運行管理者とドライバーの負担軽減を図るた
め、統括する営業所の運行管理者が他営業所に所属するドライバーの点呼、運行指示の業務
を行うため、国土交通省が定める機器・システムの使用、運用上の遵守事項などの要件等が
示されております。

　これまで法令等が改正された場合には、原則として改正法令等の施行後６ヶ月間は、改正
前後で正答が異なる内容の問題は出題しないこととしていますが、令和６年４月１日から適
用された「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」（以下 「改善基準告示」という。）
の改正については、社会的に注目されており、既に関係 機関において十分周知がなされて
いることを踏まえ、改正後の改善基準告示に関係 する運行管理者試験の問題については、
令和６年度第１回運行管理者試験は、改正後の改善基準告示をもとに出題します。

詳細につきましては、当協会ホームページの新着情報をご覧下さい。

京ト協から

運行管理者試験　年2回、8月及び3月頃に実施しています。
　　　　　　　　�試験の詳細については、1回目の試験は公表中であり、2回目

の試験は11月頃にセンターのホームページ等でお知らせする
予定です

自動車運送事業における運行管理業務の
一元化実施に係る取扱いについて

「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」の
改正（令和６年４月１日施行）に伴う運行管理者
試験問題の出題について

（公社）全日本
トラック協会

（公財）運行
管理者試験
センター
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健康サポートコーナー

運行管理者試験対策･トラック関連法令習得等のため、是非チャレンジして下さい。
［Ｑ］�下記記述は、運行管理者の行わなければならない業務として、業務上必要な知識について記述したもの

です。正しいものに○印、誤っているものに×印を記して下さい。

［A］�解説

記述 解答欄

1
乗務員が有効に利用することができるように、休憩に必要な施設を整備し、及び乗務員に睡眠を与
える必要がある場合にあっては睡眠に必要な施設整備し、並びにこれらの施設を適切に管理し、及
び保守すること。

2
法令の規定により、死者又は負傷者（法令に掲げる傷害を受けた者）が生じた事故を引き起こした
者等特定の運転者に対し、国土交通大臣が告示で定める適性診断であって国土交通大臣の認定を受
けたものを受けさせること。

3
法令の規定により、運行指示書を作成し、及びその写しに変更の内容を記載し、運転者に対し適切
な指示を行い、運行指示書を事業用自動車の運転者に携行させ、及び変更の内容を記載させ、並び
に運行指示書及びその写しの保存をすること。

1 × �休憩・睡眠施設を整備・管理することは、運行管理者でなく、事
業者が行う業務である。2○3○

トラック関連法令Ｑ＆Ａ
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共済通信

自動車共済・自賠責共済はぜひ近畿共済でご契約を
近畿共済は、組合員のみなさまと一体となって事故防止に努力しています

お問い合わせ・ご連絡は　当組合京都事務所　０７５－６７１－１８９４まで

ご活用ください。近畿共済の事故防止サービス
① 個別事業所安全運転講習会
　　御社が希望する
　　　●　場所（会社事務所や倉庫等）
　　　●　曜日（土曜・日曜・祝日可）
　　　●　時間（受講者が希望する時間で可）
　に講師を派遣し、事故防止に向けた安全運転講習会を開催
　いたします。開催に際しては、事前予約が必要ですが、
　講習費用は無料ですので、ぜひご活用ください。

② 適性診断車

　　当該適性診断は、あくまでも安全運転に役立てるための一般適性診断です。
　　　（※　国土交通省令に基づく特定適性診断ではありません。）
　　利用に際し
　　　●　曜日（原則・月曜と金曜は休業）　　　●　時間（１０時～１６時までの間）
　　　●　場所（当該適性診断車に１００Vの電源が供給可能な駐車場所）
　　の条件は必須です。また、事前予約は必要ですが、ご利用費用は無料です。
　　�検査は一人約３０分ほどで、その検査で得られた解析データーは
　　即時に受検者に手渡し、後日受検証明書を事業主様にお送りします。

③ アクセスチェッカー（可搬型検査器）

この機器は、御社事務所デスクでご利用
いただけるよう前記診断車に設置の機器
と同じものを可搬型にしたものです。

貸出に際しては、事前予約が必要ですが、
貸出費用は無料です。

※　①・②・③のご利用は、当近畿共済組合員様に限ります。
　　尚、①の講師派遣にあっては、組合員様の支社であれば全国に派遣します。
　　しかし、②の配車・③の貸出は当共済管内のみです。

近畿共済の事故防止関係の取組みについては、ホームページ等をご覧ください。
お問合せ先　事故防止課　ＴＥＬ　０６－６９６５－２８２６

ご契約のお問い合わせ・お申し込みは、京都事務所　ＴＥＬ　 ０７５－６７１－１８９４まで
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総務省　近畿総合通信局　

　総務省では、皆様がいつも快適に電波を利用できるよう、電波利用環境の保護に取り組
んでいます。

　近年、インターネット等の通信販売により、スマホと車のオーディオを接続して音楽等
を楽しむＦＭトランスミッターや長距離通信ができるトランシーバー等の外国規格の無線
機器が流通しています。手軽に購入できる製品でも、日本の法令に合致しない規格の無線
機器を国内で使用すると電波法に違反し、処罰の対象となります。

　＜電波の３つのルール＞
　　１．無線機器を使用の際は「技適マーク」の確認を
　　２．外国規格の無線機器にはご注意ください
　　３．電波の利用には、原則、免許が必要です

そのスマホやBluetoothイヤホン、
技適マークついてる？
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危険予知ポイント

〜貴事業所のドライバー教育にご活用下さい〜
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22 京ト協 行事予定

令和6年6月

令和6年7月
4日（木） 	 南支部　チャリティーゴルフコンペ〔信楽カントリー倶楽部〕

5日（金） 	 総務委員会〔京ト恊〕

7日（日） 	 南支部　定期健康診断〔京ト恊〕

9日（火） 【受付中】運行管理者一般講習〔宮津市福祉・教育総合プラザ〕

※【受付中】の行事につきましては申込みが可能です。参加希望者は京ト協へお問合せ下さい。

EVENT CALENDAR

11日（火） 	 近畿トラック青年協議会（ＫＴＳ）　正副会長会議（学科教育講習）〔都ホテル京都八条〕

12日（水） 	 健康起因事故防止セミナー＆「働きやすい職場認証」取得セミナー〔京ト協〕
	 青年部会　役員会・定例会〔京ト協〕

13日（木） 	 路線部会　総会〔祇園　椿〕

14日（金） 【受付中】安全運転研修会＜高齢＞〔網野自動車教習所〕
	 全ト協　女性部会　全国代表者協議会〔全ト協〕

15日（土）
	 洛南支部/中央支部　定期健康診断〔京ト協〕
【受付中】安全運転研修会＜一般＞〔山城自動車教習所〕
	 第54回トラックドライバー・コンテスト　練習日〔京ト協〕

17日（月） 	 第99回 通常総会〔ホテルグランヴィア京都〕

21日（金） 	 女性部会/サツキ懇話会　総会〔ハイアットリージェンシー京都〕

22日（土） 【受付中】青年部会　実務担当者交流会〔未定〕

24日（月） 	 近畿トラック協会　第42回 理事会/第12回 定時総会/第43回 理事会〔ザ・サウザンド京都〕

26日（水） 	 中央支部　役員会〔京ト協〕

28日（金） 【受付中】安全運転研修会＜一般＞〔網野自動車教習所〕

30日（日） 	 第54回トラックドライバー・コンテスト〔山城自動車教習所〕
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〒612-8418 京都市伏見区竹田向代町48-3 
TEL.075-671-3175     FAX.075-661-0062
https://www.kyotruck.or.jp Email:info1@kyotruck.or.jp京都府トラック協会はSDGsに取り組んでいます。

京都府トラック協会

登録お願いします

先月号よりマンガ掲載中の作者は、総合学園ヒューマンアカデミー京都校のデザインカレッジ総合デザイン専攻の上田莉子です。
イラスト制作や雑貨作りなどを得意としており、現在はマンガ制作や就職活動をこのマンガの主人公と同じように日々邁進中です！！


